
　スイス発、マルチブランドのラグジュ
アリーウォッチ＆ジュエリーのデスティ
ネーションストア「TimeVallee（タイ
ムヴァレー）」が、正規販売とヴィン
テージ販売を有する国内最大級の時
計専門店であるBEST ISHIDAとの
パートナーシップにより、日本に本格
上陸。4月26日に麻布台ヒルズにオー
プンする。
　「TimeVallee」は、スイスを拠点と
する世界的なラグジュアリーコングロ
マリット、リシュモン・グループによって
2014年に設立された。ヨーロッパ、中

国、中近東などを中
心に世界で40店舗
以上のブティックを
展開し、世界のラグ
ジュアリーメゾンよ
り、厳選されたウォッ
チとジュエリーのコ
レクションを揃えて

いる。また、カスタマーサービスラウン
ジを備えるなど、総合的なカスタマー
サービスで時計やジュエリーを提供し
ている。
　設立より10年を迎える2024年春、
TimeValleeは、麻布台ヒルズに路面
店をオープンし、本格的に日本展開を
スタートする。スイスの伝統と日本文
化のパートナーシップにより、ラグジュ
アリー体験の新たなスタンダードとな
ることを目指した新店舗では、顧客に
感動、笑い、夢を提供し、思い出に残る
瞬間を創り出し、知識が深く洗練され

た顧客にも満足してもらえるような
サービスを提供していく。
　TimeValleeのビジョンは、数百年
にわたる時計製造の伝統を守りなが
ら、最先端の体験型イノベーションを
導入することで、従来のラグジュアリー
ウォッチストアとは違ったアプローチを
提案していくこと。
　展開ブランドは、Vacheron Con-
stantin、CHANEL、IWC、PIAGET、
Chopard、Zenith、Jaeger-LeCoul-
t re、PANERAI、Roger Dubuis、
Montblanc、Baume&Mercier。
　これからもTimeValleeは、ウォッチ
メーカーとジュエリーの魅力をさまざ
まなスタイルで提供するデスティネー
ションストアとして、世界に向けて発信
すると意気込んでいる。
　麻布台ヒルズは、「緑に包まれ、人と
人をつなぐ『広場』のような街－Mod-
ern Urban Village－」をコンセプト

に、人間を中心に発想し、誰もが豊か
に暮らせる環境を目指した「ヒルズの
未来形」。新しい都市の豊かさを、世
界に先駆けて東京から発信していくと
して揃えられたラグジュアリーブランド
は、エルメス、カルティエ、セリーヌ、ディ
オール、ブルガリ、ベルルッティ、ボッテ
ガ・ヴェネタ、そしてタイムヴァレー。

　GW期間中には、麻布台ヒルズのコ
ンセプトをもとにGreen＆Wellnessを
体現するイベントが開催され、様々な
コンテンツを展開。麻布台ヒルズの魅
力を生かした多様なプログラムを通し
て、自然と調和しながら、心身ともに健
康で豊かに過ごすライフスタイルを提
案する。

　宝石の研磨・彫刻から貴金属加工
まで、ジュエリーを完成させる全ての
工程が揃う世界的にも珍しい、日本有
数のジュエリー産地「山梨・甲府」で開
催されるプロのためのBtoBトレード
ショー「山梨ジュエリーフェア2024」

（YJF。主催＝インフォーママーケッツ
ジャパン㈱と協同組合山梨県ジュエ

リー協会）が、
4月10日～12
日の3日間、ア
イメッセ山梨
で開催され賑
わった。

　前回は出展社143社、来場者数
5,590名だったのに対し、今年は145
社の出展社と5,534名（初日2,127
名、2日目1,802名、3日目1,605名）
の来場者となり、数字の上では期待に
応えることができなかった。
　会場内に、山梨県らしい山梨県プロ
モーションエリアを設置し、職人によ
る加工実演やトークイベントを実施し
たほか、現代の名工、ジュエリーマス
ターの作品も展示した。
　セミナーは初日に1本、2日目に2
本、3日目に1本の計4本と少なかっ
た。ジュエリー業界における学びの場
は全体的に少ないのだが、山梨県らし
いセミナーがほかにもあってよかった

だろう。2日目の工場見学ツアーと合
わせ、2日目に集中させたようだが、2
日目の来場者数は1,802名に留まり、
無料で学べるプログラムが活きなかっ
たと言えるだろう。3日目には日本貿易
振興機構（ジェトロ）山梨貿易情報セ
ンター主催によるアリババECサイト
（タオバオ）ショップオーナーKOLとの
商談会が開催され、コロナ後に対面
のビジネスが回復した今も、ECの存
在感は決して無視できないものとなっ
ており、次のマーケットとしてジュエ
リー業界にも熱い視線が注がれてい
る。特に5～10万円で購入できるライ
トジュエリーをはじめ、日本の高品質
なジュエリーは人気を博していること
など、貴重な話が聞けたにも拘らず、
聴講者が少なかったのが気がかりだ。
　その他詳細は次号に掲載する予
定。
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　カットも研
磨もされて
いない自然
のままのダイ
ヤモンドの
魅力を発信
する「第15
回アンカット
ダイヤモンド
ジュエリーコ
ンテスト」の募集要項が発表
された。
　テーマはアンカットダイヤ
モンド。自然が生み出したま
まのダイヤモンドの魅力を引
き出し、永く受け継がれてゆ
くジュエリーを募集している。
　主催する諏訪貿易㈱諏訪
恭一会長は「形が整っていて
留めやすい研磨済みダイヤ
モンドとは異なり、アンカット
ダイヤモンドはいっさい手を
加えていないため、たとえ正
八面体であったとしても一つ
として同じものはありません。
個々に異なるアンカットダイ
ヤモンドへの対応は、アイデ
ア以上にデザイナーを苦しめ
るでしょう。しかしそれを乗り
越え、自然のままのダイヤモ
ンドの力強さを引き出す工夫
を思いついた瞬間、デザイン
の構想が大きく広がっていくに違いあ
りません」とコメントしている。
　前回は、過去最多となる278作品の
応募があり、横川道男取締役社長は
「国内外の学生の方からジュエリーが
好きな方、多種多様な業界でデザイン
や商品開発をされている方など、幅広
い層の方々が応募してくださり、とても
レベルの高い見ごたえのある作品が
集まったと感
じました」との
感想を述べて
いる。
　応募資格
は、学生、一般

を問わない
が、同コンテ
ストが示す
「応募デザイ
ン及び作品
の諸権利」
に同意する
こと。
　募集アイ
テムは、リン

グ、ネックレス、ブレスレット、
ピアスなどジュエリー全般。
　審査基準は、独自性＝アン
カットダイヤモンド（人の手を
加えていない、自然のままで
美しいダイヤモンド）の魅力を
より一層引き立てているか。
他の宝石ではない、アンカッ
トダイヤモンドで製作する意
味はあるか。提案力＝デザイ
ンの意図がデザイン画や説
明文に反映され、きちんと伝
えることができているか。実現
化＝アイデアを実現可能なレ
ベルまで具体的に落とし込ん
でいるか、着用性や耐久性を
備えており、ジュエリーとして
成立するか。プレス奨励賞に
おいては、話題性と革新性が
注目される。
　賞は、最優秀賞1作品＝賞
金10万円、実際に作品化す

る。優秀賞2作品＝賞金3万円。プレス
奨励賞2作品＝賞金1万円
　締切は6月14日（当日消印有効）。
　応募方法はオンラインと郵送が揃っ
ている。その他の詳細や規定などは、
公式ホームページの案内で確認を
（https://www.suwagem.com/jp/-
contest/index.html）。
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来場者数横ばいの5,534名
山梨ジュエリーフェア
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